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(百万円未満切捨て)
１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 23,833 1.9 879 12.6 1,277 76.9 699 109.8

2025年３月期 23,393 △2.5 781 △26.8 721 △29.5 333 △8.6
(注) 包括利益 2026年３月期 947百万円( 6.7％) 2025年３月期 887百万円( 122.0％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 71.48 － 8.3 9.1 3.7

2025年３月期 34.15 － 4.4 5.6 3.3
(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 1百万円 2025年３月期 △2百万円

(注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 15,224 8,850 58.1 902.97

2025年３月期 12,996 8,030 61.8 820.98
(参考) 自己資本 2026年３月期 8,847百万円 2025年３月期 8,027百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 772 △625 1,009 7,710

2025年３月期 591 △747 △770 6,554

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 0.00 － 15.00 15.00 146 43.9 1.9

2026年３月期 － 0.00 － 15.00 15.00 146 21.0 1.7

2027年３月期(予想) － 0.00 － 15.00 15.00 33.4

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）
2027年３月期の連結業績予想につきましては、緊迫化する中東情勢に伴う原油・燃料価格の高騰、およびそれに起因

する主要食材や包装資材の調達価格の見通しが不透明であり、現時点では合理的な算定が困難であることから、未定と
しております。今後、算定が可能となった時点で速やかに開示いたします。



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期 10,938,719株 2025年３月期 10,918,529株

② 期末自己株式数 2026年３月期 1,140,586株 2025年３月期 1,140,586株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 9,791,403株 2025年３月期 9,770,098株

(参考) 個別業績の概要
１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 1,576 △0.7 307 △6.5 2,109 85.5 1,838 80.4

2025年３月期 1,587 △1.8 328 5.5 1,137 303.6 1,019 754.2

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 187.77 －

2025年３月期 104.32 －

(注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 9,766 6,277 64.3 640.72

2025年３月期 6,371 4,327 67.9 442.60

(参考) 自己資本 2026年３月期 6,277百万円 2025年３月期 4,327百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についての注意）
本資料における予測値及び将来の見通しに関する記述は、当社が現在入手可能な情報による判断及び仮定に基づ

いております。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により、実際に生じる結果が予
測内容とは実質的に異なる可能性があり、当社は将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証す
るものではありません。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、緩やかな回復基調を維持し、今後も雇用・所得環境の改善や各種政策の

効果が緩やかな回復を支えることが期待されております。しかしながら、緊張が続く中東情勢の影響や、物価動向、

米国の通商政策をめぐる動向、金融資本市場の変動の影響等が、景気を下押しするリスクとなっております。

当社グループの属する宅配食市場におきましては、高齢化社会の進展、単身世帯の増加、夫婦共働き世帯の増加

を背景に、フードデリバリーやテイクアウト等の中食需要が堅調である一方で、コスト増や競争の激化といった課

題への対応も必要となっております。

このような状況の下、当社グループは「ご家庭での生活を『もっと美味しく、もっと便利に』」を実現するため

に、「誰もがご自宅にいながらにして享受できる、より便利で快適な新しいライフスタイルの創出」に貢献してい

く「次世代ホームネット戦略」を基本戦略として、事業活動に取り組んでまいりました。

当連結会計年度においては、2025年４月より商品内容や、販売価格を大きく見直したメニュー改定や、宅配寿司

「銀のさら」が創業25周年を迎えたことを記念した、25周年プロジェクトなどの販売戦略により、売上高は前年同

期に比べ増加いたしました。売上高の増加や、仕入れ価格の上昇に伴い売上原価は増加したものの、メニュー改定

に伴う生産性の向上、前年同期に行ったサービスの終了などにより各種費用が適正化されたことで、販売費及び一

般管理費は前年同期に比べ減少いたしました。

営業外損益においては、当社連結子会社である「ライドオン・エースタート１号投資事業有限責任組合」におい

て発生した投資事業組合運用益を計上しております。その他に、投資有価証券の評価損、加盟店舗の買い取りによ

る店舗買取損、直営店舗の売却による固定資産売却益を計上しております。

特別損失においては、直営店舗の保有する資産等を減損損失として計上しております。

その結果、当連結会計年度の業績は売上高23,833百万円（前年同期比1.9％増）、営業利益879百万円（前年同期

比12.6％増）、経常利益1,277百万円（前年同期比76.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益699百万円（前年

同期比109.8％増）となりました。

主な活動状況は以下のとおりです。

① 店舗・拠点

当連結会計年度末におけるＦＣを含むチェーン全体の店舗数は695店舗（直営227店舗、ＦＣ店468店舗）、拠点

数は352拠点（直営93拠点、ＦＣ259拠点）となりました。

※当社グループのチェーンでは、商品を宅配するための事業所を全国に配置しており、これを「拠点」と呼んで

おります。また、消費者に提供するメニューの種類ごとに設置される設備（宅配寿司「銀のさら」や宅配御膳

「釜寅」等）毎の配送機能を「店舗」と呼び、一つの「拠点」に複数の「店舗」を設置することがあります。
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店舗数・拠点数の推移は、以下のとおりであります。

[店舗数の推移]

区分 ブランド
前連結
会計
年度末

新規
出店

閉店
区分変更 当連結

会計
年度末増加 減少

直営 銀のさら 102 １ △12 ２ △４ 89

釜寅 88 １ △９ ２ △３ 79

すし上等 52 10 △７ ２ △２ 55

銀のさら 和 10 － △10 － － ０

その他 ４ １ △１ － － ４

直営合計 店舗数 256 13 △39 ６ △９ 227

ＦＣ 銀のさら 266 － △９ ４ △２ 259

釜寅 140 － △７ ３ △２ 134

すし上等 80 － △５ ２ △２ 75

ＦＣ合計 店舗数 486 ０ △21 ９ △６ 468

チェーン合計 店舗数 742 13 △60 15 △15 695

（注）１．区分変更における直営店舗の増加は、主にＦＣ店舗が閉店したエリアに直営店舗が出店したことによる

ものであり、ＦＣ店舗の増加とは、直営店舗の加盟企業への売却によるものです。

２．来店型のレストランは、直営の「その他」に記載しております。

３．非連結子会社であるRIDE ON INTERNATIONAL (THAILAND) Co.,Ltd.の１店舗が、直営の「その他」に含

まれております。

[拠点数の推移]

拠点
前連結
会計
年度末

拠点
開設

拠点
閉鎖

区分変更 当連結
会計
年度末増加 減少

直営 拠点数 105 ２ △12 ２ △４ 93

ＦＣ 拠点数 266 － △９ ４ △２ 259

チェーン合計 拠点数 371 ２ △21 ６ △６ 352

（注）非連結子会社であるRIDE ON INTERNATIONAL (THAILAND) Co.,Ltd.の１拠点が含まれております。

② 各ブランドの状況

商品戦略としましては、宅配寿司「銀のさら」では期間限定商品として、「大生エビ」、「生車エビ」、「ト

ロサーモン」、「トロビンチョウ」、「大トロ」や「本ズワイガニ」を使用した商品を提供いたしました。イベ

ント日限定の特別商品として、５月のゴールデンウィーク、母の日、６月の父の日におきましては、「感謝(かん

しゃ)」、「ありがとう」、８月のお盆には「花火（はなび）」、９月の敬老の日には「団らん（だんらん）」、

10月のハロウィンには「銀のさら」人気ネタのサーモンをかぼちゃのジャック・オ・ランタンに見立てた「ジャ

ック・オ・サーモン」、12月のクリスマスにはお寿司・チキン・ケーキが揃った「クリスマスセット」、年末年

始には「寿（ことぶき）」や「祝（いわい）」、２月のバレンタインデーには主役となるハート型のお寿司を盛

り込んだ「ハッピーバレンタイン」、３月のホワイトデーには「ハッピーホワイトデー」を販売いたしました。

また、店舗で働く従業員1,064名が選んだおすすめネタ上位10品を盛り込んだ「お誕生日おめでとう」を提供して

おります。家族や親戚が集まる機会や帰省などで久しぶりに会える方との食事を楽しんでいただきたい、大切な

人とのひとときが美味しいものを食べながら、より記憶に残る時間になっていただきたい、という想いで商品開

発を進めております。

公式サイト限定で販売するスペシャル商品「いま！これ！勝負ネタ」シリーズとしては、約２年の開発期間を

経た「銀のさら」初の肉寿司「国産牛握り」、猛暑の夏に涼をお届けするひんやり「ご当地アイスフェア」、地

魚握りシリーズ第３弾として豊かな海が育んだ旬の味わいを使用した「北海道の地魚握り」を、数量限定・期間

限定で提供しております。

宅配寿司「銀のさら」、宅配御膳「釜寅」、宅配寿司「すし上等」におきましては、2025年４月より商品内容

や、販売価格を大きく見直したメニュー改定を行いました。

販売戦略としましては、利用機会の創出と新規顧客の獲得を目的として、繁忙期である５月のゴールデンウィ

ーク前後、８月のお盆期間や、年末年始のご注文を想起いただくため10～12月にテレビＣＭを放映しておりま
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す。また、自社電子ポイント「デリポイント」を活用することでさらなる利用機会を創出するため、繁忙期や機

会点において戦略的にポイントを発行しております。４月の公式ＷＥＢサイト・アプリ会員数が450万人を突破し

たことを記念した、４日間限定のデリポイントプレゼントキャンペーンや、各イベントごとにキャンペーンを実

施するなど、顧客に向けた販売促進及び認知度向上のための施策を実施いたしました。また、宅配寿司「銀のさ

ら」では、2025年３月に創業25周年を迎えたことを記念して、25個の企画で「笑顔」を届ける25周年プロジェク

トを、2025年の１年間を通して開催いたしました。

また、「銀のさら」においては、年末年始を含む12月、１月が、年間において一番お客様のご利用数が多く、

収益を獲得できる時期であるため、商品戦略にて記載したクリスマス期間限定の商品販売やデリポイントキャン

ペーン、年末年始には高級食材を使用した期間限定桶の提供及び早期ＷＥＢ予約の受付、年末年始該当期間のお

客様を対象としたデリポイントキャンペーンなど、お客様満足度・利便性及び収益性の向上、新規顧客の獲得に

取り組んでまいりました。

既存顧客に向けては、顧客属性にあわせた計画的なＤＭの実施、メールマガジンの配信、ＬＩＮＥ公式アカウ

ントからの情報発信、公式アプリからのプッシュ通知等、ＣＲＭ（※）の確立に向けた活動を行っております。

また、電子決済サービスの導入を拡充するなど、顧客の利便性向上に努めております。

※Customer Relationship Managementの略。顧客接点での情報を統合管理し、顧客との長期的な関係性を構築、

製品・サービスの継続的な利用を促すことで収益の拡大を図るマーケティング手法。

宅配寿司「銀のさら」では、テイクアウト併設型店舗の出店を推進しております。従来のデリバリーでの注文

に加え、テイクアウトでの需要に応えることで、利便性の向上と新たな顧客層の開拓を進めてまいります。

「専門店の美味しさをご自宅でも！」をコンセプトに、専門店のこだわりの味をお届けする宅配サービス「Ｄ

ＥＫＩＴＡＴＥ」においては、2025年10月22日をもちましてサービスを終了いたしました。

「美味しい蕎麦をお手軽に」をコンセプトに、セルフサービス形式にて提供する蕎麦業態「最上（もがみ）製

麺」においては、2025年５月に岐阜のご当地蕎麦「冷やしたぬき」を看板商品としたブランドへとリニューアル

いたしました。2025年12月には、愛知県一宮市に２号店をオープンしております。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における資産、負債、及び純資産の状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて1,178百万円増加し、9,888百万円（前連結会計年度末残高8,709百万円）

となりました。これは主として、現金及び預金が1,155百万円、原材料及び貯蔵品が144百万円増加した一方で、売

掛金が103百万円減少したことによるものであります。

また、固定資産は、前連結会計年度末に比べて1,048百万円増加し、5,336百万円（前連結会計年度末残高4,287百

万円）となりました。これは主として、投資有価証券が923百万円、無形固定資産が82百万円増加したことによるも

のであります。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて533百万円増加し、3,874百万円（前連結会計年度末残高3,340百万円）と

なりました。これは主として、1年内返済予定の長期借入金が369百万円、未払法人税等が165百万円増加したことに

よるものであります。

また、固定負債は、前連結会計年度末に比べて873百万円増加し、2,499百万円（前連結会計年度末残高1,625百万

円）となりました。これは主として、長期借入金が786百万円、繰延税金負債が99百万円増加したことによるもので

あります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて819百万円増加し、8,850百万円（前連結会計年度末残高8,030百万円）とな

りました。これは主として、親会社株主に帰属する当期純利益699百万円の計上、その他有価証券評価差額金が246

百万円、新株式の発行により20百万円増加した一方で、配当金146百万円の実施により減少したことによるものであ

ります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は前連結会計年度末より1,155百万円増加し、7,710百万円

となりました。当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、772百万円の収入となりました。

主な内訳は、税金等調整前当期純利益1,163百万円、減価償却費264百万円を計上した一方で、投資事業組合運用

損益592百万円、棚卸資産の増加額124百万円が生じたことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、625百万円の支出となりました。

主な内訳は、投資有価証券の取得による支出822百万円、有形固定資産の取得による支出326百万円、無形固定資

産の取得による支出112百万円、投資有価証券の償還による収入670百万円が生じたことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,009百万円の収入となりました。

主な内訳は、長期借入れによる収入2,000百万円、長期借入金の返済による支出844百万円、配当金の支払いによ

る支出146百万円が生じたことによるものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2025年３月期 2026年３月期

自己資本比率 61.8 58.1

時価ベースの自己資本比率 75.3 64.0

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 2.8 3.6

インタレスト・カバレッジ・レシオ 80.4 35.4

自己資本比率（％） ：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率（％） ：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） ：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） ：キャッシュ・フロー／利払い

(注）１．株式時価総額は発行済株式数をベースに計算しております。

２．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

３．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としてお

ります。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、世界経済の緩やかな回復が期待される一方、緊迫化する中東情勢の長期化に伴い、

エネルギー供給の不安定化が強く懸念されております。原油価格の高騰を背景にマグロをはじめとする主要食材の

仕入れ価格が大きく変動することが予想され、加えて、石油・化学製品を原料とする使い捨て容器や、販促物等に

用いる紙材などの価格高騰も続いており、これら原材料のコスト増が、売上原価および販売費及び一般管理費に大

きな影響を及ぼす懸念が生じております。

これらの外部環境の変化は極めて急激かつ不透明であり、現時点において信頼性の高い業績予想数値を合理的に

算出することが困難な状況にあるため、2027年３月期の連結業績予想につきましては未定としております。

このような状況下、当社といたしましては、徹底したコスト削減と生産効率の向上に努めるとともに、原材料価

格の変動に応じた適切な対応を迅速に実行してまいります。なお、業績予想については、市場環境の推移を慎重に

見極め、合理的な算定が可能となった段階で速やかに公表する予定です。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは現在、日本国内において事業を展開しているため、日本基準を採用しております。

なお、国際財務報告基準(ＩＦＲＳ)の採用は未定ではありますが、今後の事業展開及び国内外の動向を踏まえ適

切に対応してまいります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,544,597 7,700,385

売掛金 1,135,806 1,032,465

商品 112,230 91,254

原材料及び貯蔵品 281,711 426,694

未収入金 387,246 356,125

その他 255,343 289,011

貸倒引当金 △7,437 △7,885

流動資産合計 8,709,499 9,888,051

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,091,556 1,165,020

減価償却累計額 △617,670 △645,217

建物及び構築物（純額） 473,886 519,802

車両運搬具 73,716 70,824

減価償却累計額 △56,879 △59,820

車両運搬具（純額） 16,837 11,003

工具、器具及び備品 1,044,326 1,042,262

減価償却累計額 △873,578 △876,323

工具、器具及び備品（純額） 170,748 165,939

土地 2,166 24,166

建設仮勘定 - 1,850

有形固定資産合計 663,638 722,762

無形固定資産 304,446 387,236

投資その他の資産

投資有価証券 2,497,131 3,420,142

繰延税金資産 131,087 97,209

差入保証金 663,677 674,071

長期未収入金 39,943 68,443

その他 23,599 26,770

貸倒引当金 △36,118 △60,595

投資その他の資産合計 3,319,320 4,226,042

固定資産合計 4,287,406 5,336,040

資産合計 12,996,905 15,224,092
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,231,038 1,146,097

1年内返済予定の長期借入金 610,942 980,384

未払金 789,000 867,295

未払法人税等 172,338 338,185

未払消費税等 46,982 74,966

契約負債 49,102 47,040

ポイント引当金 139,154 144,705

株主優待引当金 90,656 100,780

その他 211,379 174,838

流動負債合計 3,340,594 3,874,292

固定負債

長期借入金 1,038,725 1,825,013

資産除去債務 178,047 175,751

繰延税金負債 57,175 157,164

預り保証金 351,981 341,507

固定負債合計 1,625,928 2,499,436

負債合計 4,966,523 6,373,729

純資産の部

株主資本

資本金 1,091,393 1,101,488

資本剰余金 995,013 1,005,108

利益剰余金 6,937,694 7,490,917

自己株式 △1,700,405 △1,700,405

株主資本合計 7,323,696 7,897,109

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 703,793 950,290

その他の包括利益累計額合計 703,793 950,290

非支配株主持分 2,891 2,963

純資産合計 8,030,381 8,850,363

負債純資産合計 12,996,905 15,224,092
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 23,393,750 23,833,543

売上原価 12,217,853 12,692,684

売上総利益 11,175,897 11,140,859

販売費及び一般管理費 10,394,194 10,260,912

営業利益 781,702 879,947

営業外収益

受取利息 4,887 13,729

業務受託料 5,672 6,927

持分法による投資利益 - 1,967

雇用調整助成金 3,802 1,980

受取補償金 35,853 -

固定資産売却益 38,560 43,232

投資有価証券売却益 - 716

投資事業組合運用益 7,982 592,471

その他 8,974 18,363

営業外収益合計 105,733 679,388

営業外費用

支払利息 7,706 21,221

持分法による投資損失 2,830 -

固定資産除売却損 12,338 2,090

投資有価証券評価損 83,392 177,563

加盟店舗買取損 44,701 69,024

その他 14,499 11,973

営業外費用合計 165,469 281,873

経常利益 721,966 1,277,461

特別利益

固定資産売却益 720 -

受取保険金 4,750 5,722

特別利益合計 5,470 5,722

特別損失

リース解約損 10,227 10,189

減損損失 83,264 109,375

特別損失合計 93,491 119,565

税金等調整前当期純利益 633,945 1,163,618

法人税、住民税及び事業税 316,343 443,093

法人税等調整額 △15,891 20,284

法人税等合計 300,452 463,378

当期純利益 333,492 700,240

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

△112 348

親会社株主に帰属する当期純利益 333,605 699,892
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 333,492 700,240

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 547,337 238,367

持分法適用会社に対する持分相当額 6,973 8,398

その他の包括利益合計 554,311 246,766

包括利益 887,804 947,007

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 887,374 946,389

非支配株主に係る包括利益 429 617
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,079,100 982,721 6,750,405 △1,700,321 7,111,906

当期変動額

新株の発行 12,292 12,292 24,584

剰余金の配当 △146,316 △146,316

親会社株主に帰属する

当期純利益
333,605 333,605

自己株式の取得 △83 △83

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 12,292 12,292 187,288 △83 211,789

当期末残高 1,091,393 995,013 6,937,694 △1,700,405 7,323,696

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評価

差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 150,024 150,024 1,461 7,263,392

当期変動額

新株の発行 24,584

剰余金の配当 △146,316

親会社株主に帰属する

当期純利益
333,605

自己株式の取得 △83

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
553,769 553,769 1,429 555,198

当期変動額合計 553,769 553,769 1,429 766,988

当期末残高 703,793 703,793 2,891 8,030,381



株式会社ライドオンエクスプレスホールディングス(6082) 2026年３月期 決算短信

12

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,091,393 995,013 6,937,694 △1,700,405 7,323,696

当期変動額

新株の発行 10,095 10,095 20,190

剰余金の配当 △146,669 △146,669

親会社株主に帰属する

当期純利益
699,892 699,892

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 10,095 10,095 553,222 - 573,412

当期末残高 1,101,488 1,005,108 7,490,917 △1,700,405 7,897,109

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評価

差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 703,793 703,793 2,891 8,030,381

当期変動額

新株の発行 20,190

剰余金の配当 △146,669

親会社株主に帰属する

当期純利益
699,892

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
246,497 246,497 71 246,569

当期変動額合計 246,497 246,497 71 819,982

当期末残高 950,290 950,290 2,963 8,850,363
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 633,945 1,163,618

減価償却費 280,524 264,769

減損損失 83,264 109,375

株式報酬費用 24,385 21,288

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,389 24,925

株主優待引当金の増減額（△は減少） 4,950 10,123

ポイント引当金の増減額（△は減少） 8,146 5,551

受取利息 △4,887 △13,729

支払利息 7,706 21,221

投資事業組合運用損益（△は益） - △592,471

固定資産売却益 △39,280 △43,232

固定資産除売却損 12,338 2,090

加盟店舗買取損 44,701 69,024

持分法による投資損益（△は益） 2,830 △1,967

売上債権の増減額（△は増加） △63,485 103,341

棚卸資産の増減額（△は増加） △65,206 △124,007

未収入金の増減額（△は増加） 117,872 31,127

仕入債務の増減額（△は減少） 95,341 △84,941

投資有価証券売却損益（△は益） - △716

投資有価証券評価損益（△は益） 83,000 177,563

受取補償金 △35,853 -

未払金の増減額（△は減少） △201,594 △60,856

預り保証金の増減額（△は減少） △8,928 △10,473

未払消費税等の増減額（△は減少） △116,906 66,881

契約負債の増減額（△は減少） △1,357 △2,062

その他 △2,377 △72,079

小計 865,518 1,064,365

利息の受取額 4,889 13,721

利息の支払額 △7,357 △21,836

法人税等の支払額 △322,181 △284,220

法人税等の還付額 14,538 -

補償金の受取額 35,853 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 591,261 772,030

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △308,523 △326,626

有形固定資産の売却による収入 50,602 46,032

無形固定資産の取得による支出 △87,072 △112,131

投資有価証券の取得による支出 △348,417 △822,686

投資有価証券の売却による収入 - 6,958

貸付けによる支出 △60,000 △60,000

投資有価証券の償還による収入 - 670,657

その他 5,870 △27,510

投資活動によるキャッシュ・フロー △747,540 △625,306

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 - 2,000,000

長期借入金の返済による支出 △625,428 △844,270

自己株式の取得による支出 △83 -

配当金の支払額 △145,361 △146,665

財務活動によるキャッシュ・フロー △770,873 1,009,064

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △927,153 1,155,787

現金及び現金同等物の期首残高 7,481,750 6,554,597

現金及び現金同等物の期末残高 6,554,597 7,710,385
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

（１）連結子会社の数及び名称

連結子会社の数 ４社

連結子会社の名称 株式会社ライドオンエクスプレス

ライドオン・エースタート１号投資事業有限責任組合

ライドオン・エースタート２号投資事業有限責任組合

ライドオン・エースタート３号投資事業有限責任組合

（２）非連結子会社の数及び名称

非連結子会社の数 ６社

非連結子会社の名称 株式会社ライドオンシーズ

RIDE ON INTERNATIONAL(THAILAND) Co.,Ltd.

株式会社エースタート

スペース・エースタート１号投資事業有限責任組合

ＡＳエースタート１号投資事業有限責任組合

ＳＰエースタート１号投資事業有限責任組合

（連結の範囲から除いた理由）

非連結子会社は、合計の総資産、売上高、当期純利益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う

額）等が連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。

２．持分法の適用に関する事項

（１）持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の数及び名称

非連結子会社の数 ３社

非連結子会社の名称 スペース・エースタート１号投資事業有限責任組合

ＡＳエースタート１号投資事業有限責任組合

ＳＰエースタート１号投資事業有限責任組合

（２）持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の数及び名称

非連結子会社の数 ３社

非連結子会社の名称 株式会社ライドオンシーズ

RIDE ON INTERNATIONAL(THAILAND) Co.,Ltd.

株式会社エースタート

（持分法適用の範囲から除いた理由）

持分法を適用していない非連結子会社は、当期純利益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う

額）等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても

重要性がないためであります。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４．会計処理基準に関する事項

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移

動平均法により算定）を採用しております。

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法を採用しております。

②棚卸資産

a.商品

先入先出法による原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）を採用しております。

ただし、解凍機については個別法による原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）を採用しており
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ます。

b.原材料及び貯蔵品

最終仕入原価法による原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）を採用しております。

（２）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産

定率法を採用しております。

ただし、建物並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用して

おります。なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 15年

車両運搬具 ３年

工具、器具及び備品 ３～９年

②無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用

しております。

③長期前払費用

定額法を採用しております。

（３）重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②ポイント引当金

ポイントの使用による費用負担に備えるため、将来使用されると見込まれる額を計上しております。なお、

商品販売に起因せず、自社ポイントを付与している場合にはポイント引当金として計上しております。

③株主優待引当金

株主優待制度に伴う費用負担に備えるため、将来使用されると見込まれる額を計上しております。

（４）収益及び費用の計上基準

①宅配事業に係る収益認識

宅配事業に係る収益は、主に商品の販売であり、顧客からの注文に基づいて商品を引き渡す履行義務を負って

おります。当該履行義務は、商品を引き渡す一時点において、顧客が当該商品に対する支配を獲得して充足され

ると判断し、引き渡し時点で収益を認識しております。代金は、商品引き渡し時点を中心に、概ね２か月以内に

受領しております。

②フランチャイズ事業に係る収益認識

フランチャイズ事業に係る収益は、主に加盟企業への食材や備品、販促物等の販売であり、加盟企業からの発

注に基づいて商品を引き渡す履行義務を負っております。当該履行義務は、商品を引き渡す一時点において、加

盟企業が当該商品に対する支配を獲得して充足されると判断し、引き渡し時点で収益を認識しております。代金

は、商品引き渡し時点を中心に、概ね50日以内に受領しております。

また、加盟企業の加盟に際して徴収している加盟金収入については、「銀のさら」「釜寅」といったブラン

ド・知的財産権を使用する権利を提供する履行義務を負っております。当該履行義務は、加盟企業が店舗を出店

した時点において、加盟企業がライセンスを使用する権利を獲得して充足されると判断し、出店日時点で収益を

認識しております。代金は、加盟企業との契約に基づき、出店日までに受領しております。

その他、加盟企業からのロイヤルティ収入があり、加盟ブランド事業の運営に資する知的財産にアクセスする

権利を提供する履行義務を負っております。当該履行義務は、一定の期間にわたって充足されると判断し、一定

の期間にわたり収益を認識しております。代金は、加盟企業との契約に基づき、毎月月末締め分を概ね20日以内

に受領しております。
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③顧客へ付与したポイントに係る収益認識

当社グループは、商品販売時に顧客に付与したポイントについては、将来において顧客がポイント利用時に値

引きを受けられる権利を提供していることから、当社グループの履行義務として識別し、将来の失効見込み等を

考慮して算定された独立販売価格を基礎として取引価格の配分を行い、ポイントが使用された時点で収益を認識

しております。

（５）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスク

しか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(セグメント情報等の注記)

(セグメント情報)

当社グループは、宅配事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

(１株当たり情報の注記)

項目
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 820.98円 902.97円

１株当たり当期純利益金額 34.15円 71.48円
（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり当期純利益金額
親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 333,605 699,892
普通株主に帰属しない金額(千円) － －
普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

333,605 699,892

普通株式の期中平均株式数(株) 9,770,098 9,791,403

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 8,030,381 8,850,363

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 2,891 2,963

(うち非支配株主持分)(千円) (2,891) (2,963)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 8,027,489 8,847,400
１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通
株式の数(株)

9,777,943 9,798,133

(重要な後発事象の注記)

該当事項はありません。


